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新世代ネットワーク（NWGN）とは何か？

新世代ネットワークプロジェク(New Generation

Network, 略称 NWGN)は、日本におけるネットワーク研

究のフラッグシップ的な存在として、現在のインター

ネットからの革新的な飛躍を目指すものであり、その目

標は、2015 年頃から実験段階に入る将来のインター

ネットの新しいアーキテクチュアを設計し、テストベッ

ド上で実装し、検証することです。

爆発的に増加しているネットワーク上のトラフィック、

益々巧妙化するサイバー・アタックに対するセキュリ

ティの難しさ、端末機器の大半が、スマート・フォーン、

ラップトップ、センサー等のモバイル端末になりつつあ

ることを考慮すると、現存のインターネットの Extension

である NGN(Next Generation Network)では、近々その限

界の壁に当たることは明らかです。NWGN は未来の社会

のニーズに応えるための Revolutionary Change を目指す

ものです。

将来のネットワーク・サービスに関しては、多くの要

求事項を考慮する必要があります。以下は、私が考える

新世代ネットワークへの要求事項です。

(1)スケーラビリティー、即ち拡張性

(2)異種混合と多様性

(3)信頼性と弾力性 

(4)セキュリティとプライバシー

(5)モビリティの管理

(6)高性能

(7)エネルギーと環境

(8)社会からの要請

(9)両立性(現在のインターネットとの)

(10)伸張性（予知しない、想定外の事象、応用への）

何がインターネットを成功に導いたか？

40 年近くも前に導入された TCP/IP プロトコルが依然

として君臨しているのは注目すべきことです。World

Wide Web が作られたのが２０年前、その後もの凄い勢

いでインターネットの改良と応用が進んだわけですが、

この要因は何でしょうか？

従来の電話ネットワークにおいてはインテリジェンス

の凡てが、ネットワーク中枢部分にあり、端末の電話受

話器はインテリジェンスを持たぬダム端末(dumb

terminal)です。

一方、インターネットの基盤である TCP/IP の設計原

則は、「エンド・ツー・エンド（E2E）設計」原理と呼

ばれます。この原則に従うと、コア・ネットワークはダ

ム(dumb)・ネットワークにすべきであり、ネットワーク

の end points が、如何なるアプリケーションをもサポー

トするに必要な機能・サービスを提供することになりま

す。E2E 設計原理により、誰でも dumb な IP ネットワー

クの上で動く様々なインターネットアプリケーションを

容易に開発できたと言えます。

電話ネットワークのように高度に中央集権化された制

御構成を持つネットワークでは、エンド・ユーザーがア

プリケーションを容易に作成することはできません。イ

ンターネットアーキテクチュアの開放性にこそ、マルチ

メデイアサービス提供の競争において、ATM 高速パケッ

トスィッチングを使い、広帯域統合サービスデジタル通

信網（B-ISDN）を開発しつつあった電気通信事業者のグ

ループに打ち勝った理由があります。

ネットワーク内処理の見直し

しかし、冒頭に掲げた将来のネットワーク・サービス

に要求される 10 項目を見直しますと、E2E 設計手法だ

けでは、これらの要求事項の多くに対応できません。そ

の理由は、E2E 設計はコア・ネットワークを本質的にリ

ソースの使用効率を落とし、転送スピードを低化させ

(無線回線のように雑音の高い回線で誤りが起った場合

不必要な再伝送に訴え)、ネットワーク内部を攻撃から

守れない Insecure ネットワークにします。

以上より、もはや E2E 設計原理に執着すべきではあり

ません。これからは、インターネットの改善や新しいア

プリケーションを容易に、且つ迅速に開発する事が出来

るよう、ネットワーク仮想化技術や ID/Locator 分離技術

などネットワーク内部での処理がされる技術開発も必要

です。



これからの戦略はどうあるべきか？

新世代ネットワークプロジェクトの今後の進め方はど

うあるべきでしょうか？

第一には国際連携です。わが国のネットワーク研究者

の層や大学院生の数が米国と比べて、数分の一、あるい

は一桁位少ないであろうことを認識されていると思いま

す。例えば、NSF が 4 つの FIA プロジェクトと 4 つの

GENI プロジェクトをサポートしているのに対し、日本で

は、AKARI、JGN と仮想ノードが海外から注目されてい

る程度です。したがって、AKARI アーキテクチュアを更

に掘り下げ、JGN-X に実装することは当然大切です。

また、NICT は第３期中期計画において、産業界や大学

と連携し裾野を広げ、新世代ネットワーク基盤上での

サービスやアプリケーションに関する研究開発も含めた、

新世代ネットワーク戦略プロジェクトを実践すると聞い

ています。その際、米国の FIA や GENI の各グループの研

究成果を理解し、彼等の優れたアイデアを素早く積極的

に取り入れたり、連携できる技術領域は何かを特定した

りすることも肝要と思います。

第二に、国際標準化に対して、積極的にリーダーシッ

プの役割を演ずることが大事であると思います。ITU に

おける新世代ネットワーク関連技術の標準化において、

日本国内の組織が一体となって標準化活動を行った結果、

新世代ネットワークのビジョン文書、ネットワーク仮想

化、ネットワークの省エネルギー化など、勧告草案が今

年次々と合意されたことは、たいへん心強いことです。

第三に、新世代ネットワークプロジェクトを通して、

新世代の研究者を数多く育成する環境を作ることを考え

てほしいと思います。研究、特にネットワークの分野は

若い人たちのゲームであります。1974 年に TCP/IP プロ

トコルの論文を発表し、今やインターネットの父と崇め

られている Vinton Cerf 氏は 1943 年生まれ、Robert Kahn

氏は 1938 年生まれですから、論文発表当時、彼らは当

時 30 歳、35 歳であります。エネルギーと創造性に溢れ

る若い人たちがエキサイトする環境を提供してほしいと

思います。大学院生の交換留学プログラム等に NICT と

国内の大学が積極的に取り組んでほしいと思います。常

に新しい血液(New Blood)を研究組織に取り入れようとい

う意識と努力が大切です。

最後に、将来の ICT 分野で国際競争力を持つためには、

Innovative なアプリケーションとニュー・ビジネスを生

み出し、育てる環境、文化、そして国家戦略が重要であ

ることを強調したいと思います。

Apple、Amazon.com、Google、eBay などの企業が全て米

国で育ち、日本やヨーロッパにはこれらに匹敵するよう

な企業が出なかったのは何故かを考えるべきです。


